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新緑が目にまぶしい季節になりました。新沢っこの学校生
活も、ようやく軌道にのり始めました。高学年は、低学年の姿
を見て、自分が高学年であることを自覚し、低学年は大きい
お兄さんやお姉さんに憧れ、まねをすることで成長をします。

高学年は自分もそうしてもらったように、今度は自分が
そうするのです。恩送りです。低学年の児童は、高学年
の児童の優しさや温かさを感じ、高学年の児童は、低
学年のかわいさに癒やされると同時に、自分自身の成
長を自分自身で感じるのです。頼りにされる自分、人
のために役に立っていると感じる瞬間に、自分の存在
の尊さを確認し、自己肯定感が育ちます。自分も人も
大切に思える新沢っこでいてほしいですね。
共に育ち合う新沢っこをみんなで温かく見守ってい
きたいと思います。よろしくお願いします。

児童に関わるさまざまな不審な事案があるたびに、学校では
「人を信じることや誰に対しても親切にすること」と「自分の身を守
るためには、知らない人と一定の距離を保つことが必要であるこ

と」の矛盾に、指導の難しさを実感します。
４月２７日（火）、橿原警察署の方々においでいただき、１・２年生を対象に防犯教室を実施

していただきました。たいへん強くてやさしいおまわりさんには「警察官が身につけているもの
の紹介」をしていただき、お姉さんのおまわりさんには「いかのおすし一人前の意味」を指導い
ただきました。子どもたちは真剣なまなざしで「自分の命を自分で守るための心がけと行動」
について学習できました。
あわせて毎日登下校を安全に見守っていただいている

方々に元気に挨拶をすることも、自分たちを守ることにつな
がります。「交通事故や、不審者から自分を守る」ために
は、日々のちょっとした心がけが大切です。是非、年度初め
のこの機会におうちでも、行き先や帰宅時間の確認や交通
ルールや危険箇所の確認など、気をつけることをお話下さ
いますようご協力よろしくお願いいたします。
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「学ぶ」という字は、まねをする「まねる」から「まねぶ」、「まなぶ」と変化し
てきた言葉だとも言われています。赤ちゃんが、親のすること、話すことを見たり
聞いたりして、「まね」をすることから、言葉をはじめとするさまざまなことを学ん
できたことからしても、そのことを理解することができます。

本来、人は一人では学べません。人と関わることで、学びは成立
します。この漢字の上の部分は、『手と手の間に「メ」が２つ』ある
ことを表しています。「メ」は交わることを意味しますから、「学ぶ」
とは人が人と手をたずさえて互いに行われるものだということにな
ります。

一人で何でも「できる」ようになることは、素晴らしいことです。でも、一人でで
きなくても友だちとなら「できる」または、「やろうとする」ことは、もっと素晴らし
いことかもしれません。「３人寄れば文殊の知恵」。なかまと知恵を寄せ合うこと
で、自分一人では思いもよらなかったことに出会えるかもしれません。その感動
をなかまとともに味わうことを「学ぶ」とよぶなら、学校ってなんて素敵で、楽しい
ところなのでしょう。
けれど、この交わることが本当に厳しい事態になってしまいました。「３人寄ら

ないで、机の間隔を大きく広げる。」「せめてオンライン学習で、とりあえずやり方
だけを覚える。」そんな無味無臭の作業としての学習で「勉強嫌いの子ども」を
つくることがあってはなりません。
答えよりもそのプロセスを大切にし、わからな

いことをわからないと言える安心感のある教室を
つくり 、「わからない」は「わかりたい」の裏返し
の言葉だととらえ、「わからないこと」を大いに褒
めることで考えようとする子どもを育てたいと考
えます。この子たちが社会を担うようになるＡＩの
時代に世の中が求めているのは、自ら考え、豊か
な創造力とあきらめない精神力を持つ人間であ
ることはまちがいのないことでしょう。
新沢小学校では、できる限りの感染予防対策をしながら、学びの本質を見失

うことなく、子どもたちの「なかまといっしょに学びたい」気持ちを大切に私たち
教職員も学び続け、取組を進めていきたいと考えています。

４月２８日（水）橿原市教育

委員会より市内小中学校にお

いて本年度もプール水泳中止の通知がありました。昨年度に引き

続き子どもたちにとっては、たいへん残念な結果とはなりました

が、奈良県において「奈良県緊急対処措置」が講じられ、今なお

変異株による感染者が増加していることを鑑み、このような対応と

なっていることをご理解の程よろしくお願いいたします。
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校長室の窓を適時更新中です。よろしければご覧下さい。
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